










要約:骨量と筋肉、脂肪量の関係を検討したところ、女子は 12 歳以上では筋肉、臓器量は

増加せず脂肪の増加が目立った。男子は 18 歳まで筋肉、臓器量と骨量の増加が相関した。

骨量にとって体重は正の因子であるが、躯幹部の脂肪は負の因子であった。上肢では 9歳

頃より利き腕の骨塩量が反対側のを上回った。小児の基礎代謝、消費運動カロりーと骨塩

量の値はよく相関した。小学生男子の運動量は約 350Kcal で女子のは約 250Kcal であった。


